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長
岡
氏
が
調
査
し
た
の
は
、
１
９
７

５
年
に
東
京
都
立
一
橋
高
校
内
遺
跡

（
千
代
田
区
）
か
ら
出
土
し
た
江
戸
町

人
の
子
ど
も
の
歯
だ
。

　

「
当
時
の
様
子
は
古
文
書
か
ら
推
察

で
き
る
た
め
、『
人
骨
を
調
べ
な
く
て

も
』
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
。
し
か
し
、
骨

や
歯
を
分
析
す
る
こ
と
で
記
録
に
は
な

い
庶
民
の
暮
ら
し
が
見
え
て
く
る
」

　

同
大
学
が
保
管
す
る
１
１
５
体
の
口

腔
状
況
を
一
体
ず
つ
目
視
で
チ
ェ
ッ
ク

し
、
む
し
歯
の
本
数
や
発
生
部
位
な
ど

を
１
年
か
け
て
調
べ
た
。
遺
骨
な
ら
ぬ

〝
遺
歯
〞
は
全
部
で
８
４
０
本
を
数

え
、
む
し
歯
は
99
本
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
を
別
の
グ
ル
ー
プ
の
先
行

研
究
▽
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
宗
玄
寺

　

現
在
「
四
ツ
橋
」
の
地
名

は
、
大
阪
市
内
を
南
北
に
貫

く
四
ツ
橋
筋
と
、
東
西
に
走

る
長
堀
通
が
交
わ
る
交
差
点

の
標
識
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
交
差
点
に
立
ち
、
あ

た
り
を
見
回
し
て
も
橋
な
ど

ど
こ
に
も
な
い
。
四
ツ
橋
交

差
点
の
東
側
を
南
北
に
走
る

阪
神
高
速
は
、
昭
和
30
年
代

に
埋
め
立
て
ら
れ
た
西
横
堀

川
の
上
に
設
置
さ
れ
た
高
速

道
路
で
あ
る
。
東
西
の
長
堀

通
は
、
昭
和
40
年
代
に
長
堀

川
を
埋
め
立
て
て
敷
設
さ
れ

た
道
路
な
の
で
あ
る
。
堀
川

が
埋
め
立
て
ら
れ
る
以
前
の

60
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
南
北

方
向
の
西
横
堀
川
と
東
西
方

向
の
長
堀
川
が
、
現
在
の
四

ツ
橋
交
差
点
の
東
側
、
阪
神

高
速
の
下
で
直
角
に
交
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
町
の
中

で
、
川
が
直
交
し
て
い
る
風

景
は
今
と
な
っ
て
は
な
か
な

か
想
像
し
に
く
い
。

　

南
北
方
向
の
西
横
堀
川
に

は
南
側
に
下し

も
つ
な
ぎ繋

橋ば
し

、
北
側
に

上か
み

繋つ
な
ぎ

橋ば
し

が
、
東
西
方
向
の

長
堀
川
に
は
西
側
に
吉
野
屋

橋
、
東
側
に
炭
屋
橋
と
四
つ

の
橋
が
井
の
字
の
よ
う
に
架

か
っ
て
い
た
。

　

四
ツ
橋
周
辺
は
、
家
々
が

建
て
込
ん
だ
町
中
に
あ
っ

て
、
開
け
た
空
間
だ
っ
た
の

で
人
々
に
親
し
ま
れ
た
名
所

で
も
あ
っ
た
。『
摂
津
名
所

図
会
』（
１
７
９
６
〜
98
年

刊
行
）
に
は
「
四
つ
の
橋
の

行
人
、
漕
ぎ
わ
た
る
船
の
往

来
も
絶
間
な
く
し
て
、
風
景

の
句
を
残
し
て
い
る
。

　

上
繋
橋
は
縁
切
橋
と
も
呼

ば
れ
た
。「
上
繋
橋
は
、
明

治
の
中
頃
迄
は
、
俗
に
縁
切

橋
と
称
し
て
、
夫
婦
者
又

は
、
夫
婦
た
ら
ん
と
す
る
男

女
は
、
通
行
を
忌
み
、
と
り

わ
け
嫁
入
の
順
路
等
に
は
、

避
て
迂
回
し
た
も
の
で
す
」

（
平
野
桐
丸
「
四
つ
橋
の
伝

説
」『
上
方
』
44
号
、
１
９

３
４
年
）
と
あ
る
。
人
が
多

く
集
ま
る
所
、
四
ツ
橋
に
も

こ
ん
な
都
市
伝
説
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。 

（
つ
づ
く
）

（
大
阪
歴
史
博
物
館
・

 

伊
藤
純
）

煙
管
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
川
面
を
吹
く
風
は
、
夏

の
夕
涼
み
に
は
格
好
の
場
所

だ
っ
た
ら
し
く
、
大
阪
淡
路

斜
な
ら
ず
。

こ
こ
に
源げ

ん

蔵ぞ
う

張ば
り

と
て
煙き

せ
る管

の
店
あ
り
。

世
に
名
高

し
。
四
ツ
橋

を
以
て
煙
管

の
銘
と
す
る

な
り
」
と
あ

り
、
通
行

人
、
行
き
か

う
船
の
多

さ
、
名
物
の

町
に
生
ま
れ
た
俳
人
・
小
西

来ら
い

山ざ
ん

（
１
６
５
４
〜
１
７
１

６
年
）
は
「
涼
し
さ
に　

四

つ
橋
を
四
つ　

渡
り
け
り
」

跡
遺
跡
の
武
家
の
子
ど
も
▽
同
区
の
京

町
遺
跡
の
町
人
と
農
民
の
子
ど
も
―
―

と
比
較
。
す
る
と
、
江
戸
町
人
の
子
ど

も
の
む
し
歯
率
（
全
本
数
に
占
め
る
む

し
歯
の
割
合
）
11
・
７
％
に
対
し
、
九

州
の
武
家
は
17
・
１
％
、
九
州
の
町
人

・
農
民
は
26
・
９
％
と
、
江
戸
よ
り
高

い
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

　

む
し
歯
保
有
者
の
一
人
あ
た
り
の
罹

患
本
数
は
江
戸
で
２
〜
３
本
だ
っ
た

が
、
九
州
は
６
本
程
度
と
突
出
。
む
し

歯
の
状
態
を
１
本
ず
つ
比
べ
る
と
、
江

戸
は
咬
合
面
や
隣
接
面
に
１
カ
所
小
さ

な
穴
が
開
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
。
九
州
は
複
数
箇
所
に
穴
が
あ
り
、

重
症
化
が
伺
え
た
。＊

　

研
究
当
初
、「
江
戸
時
代
の
生
活
様

式
は
全
国
的
に
均
質
化
さ
れ
て
い
て
、

む
し
歯
も
似
た
よ
う
な
結
果
が
出
る
の

　

当
時
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
長
崎
・
出

島
に
輸
入
さ
れ
た
砂
糖
は
、
佐
賀
や
小

倉
を
通
っ
て
大
坂
や
江
戸
に
運
ば
れ

た
。
九
州
北
部
の
「
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー

ド
」
と
呼
ば
れ
る
旧
長
崎
街
道
周
辺
は

砂
糖
を
入
手
し
や
す
く
、
カ
ス
テ
ラ
な

ど
の
南
蛮
菓
子
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

「
今
で
も
九
州
で
は
甘
い
醤
油
が
親

し
ま
れ
て
い
る
。
福
岡
で
は
母
乳
の
代

用
食
と
し
て
砂
糖
入
り
の
ご
飯
を
与
え

て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
砂
糖
の
食

文
化
が
子
ど
も
の
歯
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」

　

同
じ
九
州
で
も
武
家
の
方
が
町
人
・

農
民
の
子
ど
も
よ
り
む
し
歯
が
少
な
か

っ
た
。
同
氏
は
「
歯
み
が
き
習
慣
が
定

着
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
武
家
の

大
人
の
歯
か
ら
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
跡
の

く
さ
び
状
欠
損
が
見
つ
か
っ
て
い

る
」。
今
の
歯
ブ
ラ
シ
と
は
違
い
、
爪

楊
枝
の
先
端
を
毛
筆
の
よ
う
に
房
状
に

し
た
道
具
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

＊

　

む
し
歯
予
防
に
大
切
な
の
は
食
生
活

と
歯
み
が
き
だ
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
―
―
。
４
０
０
年
の
時
を
越

え
、
江
戸
時
代
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
う

語
り
か
け
て
く
る
よ
う
だ
。

　

両
手
で
頭ず

蓋が
い

骨こ
つ

を
持
ち
上
げ
、
口
の
中
を
の
ぞ
き
込

む
。「
ほ
ら
、
こ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
む
し
歯
の
痕こ
ん

跡せ
き

が
分
か
る
で
し
ょ
う
」。
そ
う
話
す
の
は
、
神
奈
川
県
の

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
の
長

岡
朋
人
准
教
授
（
人
類
学
）

だ
。
江
戸
時
代
の
子
ど
も
の
人

骨
か
ら
判
明
し
た
意
外
な
む
し

歯
の
状
況
と
は
―
―
。

出土した人骨の口腔状況を調査する長岡朋人氏

出
土
し
た
江
戸
町
人
の

子
ど
も
の
む
し
歯　
　

『摂津名所図会』に描かれた四ツ橋

日
時　

１
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
会
議

室
（
千
里
中
央
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

大
森
一
弘
氏
（
岡
山
大
学
病
院
歯
周
科
講
師
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

医
科
と
上
手
に
お
付
き
合
い
し
ま
し
ょ
う
！
―
歯
周

医
学
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
Ｓ
Ｐ
Ｔ
患
者
を
増
や
す

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

１
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

 

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
大
阪
市
中
央
区

開
業
）　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

医
院
経
営
の
ス
コ
ア
カ
ー
ド
〜
複
式
簿
記
を
身
に
つ

け
よ
う

院
長
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
０
１
会
議
室
（
京
阪
天
満
橋
駅
す
ぐ
）

講
師　

 

兒
島
由
佳
氏
（
関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
診
療
科
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
会
員
院
所
未
入
会
勤
務
医
１
万
円

定
員　

50
人

病
診
連
携
に
お
け
る
患
者
紹
介
の
実
際

北
河
内
地
区
講
習
会

第２回　四ツ橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

川
が
直
交
す
る
町
の
名
所

江
戸
時
代

江
戸
時
代

４
０
０
年
の
時
を
越
え

４
０
０
年
の
時
を
越
え  

「
歯
」は
語
る

「
歯
」は
語
る

Save
the

守ろう！子どもの健康　　　　　

　　　　守ろう！子どもの歯

Children

初
鏡
歯
の
健
在
を
確
か
め
る

気
の
重
き
こ
と
少
し
あ
り
初
詣

高
々
と
苔
む
す
大
樹
初
詣

日
射
し
よ
し
風
そ
よ
ぐ
良
し
初
詣

初
詣
鎮
守
の
杜
の
鳥
の
声

参
詣
を
終
へ
て
道
あ
り
初
御
空

冬
の
宵
光
と
音
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

待
合
の
咳
の
意
味
問
ふ
鎮
ま
り
ぬ

初
場
所
の
角
番
に
勝
ち
湯
殿
か
な

荒
息
の
馬
群
駆
け
ぬ
け
ク
ロ
ッ
カ
ス

俳　句
久松　聰（高槻市）

会
員
投
稿

江戸時代の子どものむし歯率

（％）
0 5 10 15 20 25 30

九州町人・農民

九州武家

江戸町人

26.9％26.9％

11.7％11.7％

17.1％17.1％

で
は
」
と
考
え
て
い

た
。
大
き
な
差
が
現
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
長

岡
氏
は
鎖
国
体
制
の
影

響
を
指
摘
す
る
。

日
時　

 

１
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
の
た
め
に


